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Ⅰ 以下の問いについて、問題となる条文と原則を指摘しつつ、理由を付して答えなさい。

（２０点） 

 

［問い］ 

 一定の証拠から特定の事実を認定しなければならないとする旨の合意は適法といえるか。 

 

Ⅱ 以下の設例を読み、すべての問いに理由を付して答えなさい。各問いは、独立したもの

として考えること。（計３０点） 

 

［設例］ 

Ｘは、「Ａは、甲建物を所有していたが、事故により死亡し、その子で唯一の相続人であ

るＸが甲を相続した。現在、Ｙは何らの権原もなく、甲を占有している。」と主張し、甲の

所有権に基づいて、Ｙに対して、甲の明渡しを求める訴えを提起した。 

 

［問い］ 

１ Ｙは、「Ｘが甲建物を所有していることは否認する。Ａが甲の所有者であったことは認

めるが、Ａは生前Ｙに甲を売却した。」と主張した。一方、裁判所は、証拠調べの結果、Ａ

は、Ｙではなく、Ｂに甲を売却したと認めた。 

この場合、裁判所は、Ｂへの売買がされているのでＸは甲を所有していないことを理由に、

Ｘの請求を棄却することはできるか。（１０点） 

２ Ｙは、「Ａが甲建物の所有者であったことは認めるが、Ａは、生前Ｙに甲を賃貸し、甲

を引き渡した。」と主張した。Ｘは、このＹの主張を否認し、「ＡはＹに、甲を、期間の定め

なくＹの居住のため無償で利用させる旨約束して、これを引き渡したが、Ｙの居住の目的に

従った使用収益をするのに足りる期間は経過した。」と主張した。Ｙは、このＸの主張を全

部否認した。裁判所は、証拠調べの結果、ＡＹ間において使用貸借契約が成立したが、Ｘの

主張する期間の経過は認められないと判断した。 

この場合、裁判所は、Ｙの使用借権の存在を理由として、Ｘの請求を棄却することができ

るか。（１０点） 

３ Ｙは、「Ｘが甲建物を所有していることは認めるが、Ｘは、元所有者であるＣから買い

受けたものである。その後、Ｘは、Ｙに甲を賃貸し、引き渡した。」と主張した。裁判所は、

証拠調べの結果、Ｘは、甲を元所有者のＣから買い受けたものであり、Ａから相続したもの

ではないと認めた。 

この場合、裁判所は、ＸＹ間の建物賃貸借が認められないと判断したときでも、Ｘの請求

を認容することはできるか。（１０点） 

                 



 

Ⅲ 以下の各問いについて、前訴確定判決の既判力が、後訴の請求に関する判断に作用する

か検討しなさい。（計３０点） 

 

［問い］ 

１ Ｘは、Ｙに対し、売買代金支払請求訴訟を提起したところ、Ｙによる相殺の抗弁が認め

られ、Ｘの請求を全部棄却する判決がなされ、確定した。その後、Ｘが、Ｙに対し、同一の

売買契約に基づく代金の支払を求める訴えを提起した。（１０点） 

２ Ｘは、Ｙに対し、甲土地の所有権に基づきその明渡しを求める訴えを提起したところ、

Ｘの請求を認容する判決がなされ、確定した。その後、Ｘは、Ｙに対し、甲土地の所有権の

確認を求める訴えを提起した。（１０点） 

３ Ｘは、Ｙに対し、乙土地の所有権の確認を求める訴えを提起したところ、Ｘの請求を認

容する判決がなされ、確定した。その後、Ｙは、Ｘを被告として、乙土地の所有権の確認を

求める訴えを提起した。（１０点） 

 

 

 

 


